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駐屯地司令式辞

駐屯地司令による巡閲

施
設
団
は
六
月
五
日
（
土
）
、
古
河
駐
屯
地
に
お
い
て
古
河
駐
屯
地
創
立
六
十
七
周
年
及
び
第

一
施
設
団
創
隊
六
十
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
し
た
。

例
年
は
、
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
、
平
素
か
ら
第
一
施
設
団
及
び
古
河
駐
屯
地
へ
の
理
解
・
支

援
に
感
謝
の
意
を
表
わ
す
と
こ
ろ
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
古
河
駐
屯
地
所
在
隊
員
の
み
の
部
内
行
事
と
し
て
実
施
し
た
。

記
念
行
事
実
施
に
あ
た
り
第
一
施
設
団
長
兼
ね
て
古
河
駐
屯
地
司
令
よ
り
本
行
事
の
意
義
と
し

て
「
伝
統
の
重
み
と
崇
高
な
使
命
の
自
覚
」
「
地
域
と
国
民
へ
の
理
解
の
促
進
と
信
頼
の
醸
成
」

「
次
年
度
へ
の
継
承
」
の
三
点
を
明
示
し
、
全
隊
員
に
徹
底
し
た
。
特
に
今
年
度
は
、
昨
年
度
に

に
引
き
続
き
一
般
者
の
入
場
が
な
か
っ
た
た
め
、
「
地
域
と
国
民
へ
の
理
解
の
促
進
」
の
観
点
か

ら
映
像
記
録
班
に
よ
り
準
備
の
段
階
か
ら
本
番
ま
で
普
段
見
る
こ
と
の
な
い
視
点
で
映
像
を
撮
影

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
準
備
し
た
。

記
念
式
典
当
日
、
駐
屯
地
司
令
は
、
「
世
界
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
翻
弄
さ
れ
、

日
本
が
未
曽
有
の
国
難
に
直
面
し
て
い
る
時
こ
そ
、
我
々
自
衛
隊
員
は
、
国
民
の
心
の
牽
引
者
と

し
て
、
光
り
輝
く
未
来
を
目
指
し
、
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
（
要
旨
）
」

と
式
辞
を
述
べ
た
。

式
典
の
中
に
お
い
て
、
関
係
自
治
体
等
に
対
す
る
平
素
か
ら
の
理
解
・
協
力
に
敬
意
を
表
し
、

古
河
・
霞
ヶ
浦
分
区
の
市
町
旗
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
観
閲
行
進
で
は
、

初
動
対
処
部
隊
（
フ
ァ
ス
ト
フ
ォ
ー
ス
）
や
、

各
駐
屯
部
隊
に
よ

る
特
大
型
ダ
ン
プ
、
03
式
中
距
離
地
対
空
誘
導
弾
等
に
よ
る
車
両
行
進
を
行
っ
た
。
終
盤
に
は
第

三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
が
施
設
技
術
披
露
と
し
て
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
に
よ
る
書
道
展
示
が
行
わ
れ
、

古
河
駐
屯
地
の
「
古
」
が
書
き
表
さ
れ
た
。

今
回
撮
影
さ
れ
た
動
画
は
、
第
一
施
設
団
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、
新
設
し
た
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
「
陸
上
自
衛
隊
古
河
駐
屯
地

第
１
施
設
団
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
お
い
て
配
信
中
で
あ
る
。

市町旗の紹介（古河市） 油圧ショベルによる技術披露「書道」

駐屯部隊による車両行進

映像記録班による動画撮影

今
回
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
掲
載
し
ま
す
。

是
非
、
フ
ォ
ロ
ー
及
び
登
録

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



（４） は な も も

異

動

者

令 和 ３ 年 ９ 月 日

転
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
転
入
者
】

第
１
施
設
団
本
部

２
等
陸
佐

初
澤

渉

（
神
町
）

３
等
陸
佐

小
平

大
輔

（
勝
田
）

３
等
陸
佐

立
木

学

（
目
黒
）

２
等
陸
尉

鳩
貝

昇

（
水
戸
）

第
１
施
設
団
本
部
付
隊

１
等
陸
尉

池
田

誠

（
古
河
）

准
陸
尉

芦
谷

知
宏

（
宇
都
宮
）

陸
曹
長

本
村

壽
志

（
大
村
）

陸
曹
長

伊
藤

貴
司

（
浦
和
）

２
等
陸
曹

伊
藤

冬
樹

（
座
間
）

２
等
陸
曹

銀
林

正
和

（
座
間
）

２
等
陸
曹

岡
安

慎
也

（
海
田
市
）

２
等
陸
曹

望
月

和
道

（
高
田
）

２
等
陸
曹

田
口

良
雄

（
南
恵
庭
）

３
等
陸
曹

笠
井

竜
人

（
滝
ケ
原
）

第
１
０
１
施
設
器
材
隊

３
等
陸
佐

藤
井

優
嘉

（
勝
田
）

２
等
陸
尉

井
口

春
雄

（
上
富
良
野
）

陸
士
長

工
藤

さ
や
か
（
船
岡
）

関
東
補
給
処
古
河
支
処

２
等
陸
佐

細
谷

重
仁

（
十
条
）

１
等
陸
尉

木
原

隆

（
朝
霞
）

１
等
陸
尉

市
瀬

尚

（
旭
川
）

古
河
駐
屯
地
業
務
隊

３
等
陸
佐

山
村

賢
一

（
滝
ケ
原
）

陸
曹
長

彼
ノ
矢
洋
治

（
仙
台
）

２
等
陸
曹

柴
田

衆

（
木
更
津
）

第
１
０
２
施
設
直
接
支
援
大
隊

２
等
陸
尉

櫻
井

大
吾

（
座
間
）

准
陸
尉

町
田

茂

（
宇
都
宮
）

２
等
陸
曹

梅
田

健
男

（
小
郡
）

２
等
陸
曹

渡
辺

昭

（
豊
川
）

３
等
陸
曹

氏
森

佑
人

（
宇
都
宮
）

第
３
３
７
高
射
中
隊

２
等
陸
曹

原
沢

久
道

（
前
橋
）

第
３
４
１
会
計
隊

２
等
陸
曹

杉
本

夢
大

（
相
馬
原
）

３
等
陸
曹

今
井

雅
士

（
宇
都
宮
）

第
３
２
０
基
地
通
信
中
隊
古
河
派
遣
隊

３
等
陸
曹

田
中

利
樹

（
朝
霞
）

３
等
陸
曹

杉
田

周
太
郎
（
木
更
津
）

三社大明神忠魂碑清掃の様子

８
月
１
日
付

【
転
出
者
】

第
１
施
設
団
本
部

２
等
陸
佐

沖
津

正
俊

（
大
和
）

３
等
陸
佐

市
毛

正
勝

（
水
戸
）

３
等
陸
佐

濱
田

謙
一

（
十
条
）

３
等
陸
佐

赤
木

優
介

（
市
ヶ
谷
）

１
等
陸
尉

山
内

優

（
大
久
保
）

第
１
施
設
団
本
部
付
隊

１
等
陸
尉

川
住

亮
介

（
高
田
）

１
等
陸
曹

佐
藤

繁
広

（
神
町
）

２
等
陸
曹

角

純
一

（
豊
川
）

２
等
陸
曹

岸
田

寛
樹

（
十
条
）

第
１
０
１
施
設
器
材
隊

３
等
陸
尉

冨
倉

勇

（
座
間
）

陸
曹
長

最
上

義
充

（
宇
都
宮
）

２
等
陸
曹

畑
村

晶
幸

（
立
川
）

２
等
陸
曹

鈴
木

秀
実

（
大
久
保
）

２
等
陸
曹

青
木

勇
次

（
小
郡
）

第
３
０
１
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

２
等
陸
曹

福
本

賢

（
勝
田
）

２
等
陸
曹

鈴
木

未
沙
人
（
春
日
井
）

関
東
補
給
処
古
河
支
処

１
等
陸
尉

深
代

栄
二

（
北
富
士
）

１
等
陸
尉

星

隼
人

（
南
恵
庭
）

陸
曹
長

中
山

貴
裕

（
船
岡
）

陸
曹
長

髙
倉

希

（
朝
霞
）

２
等
陸
曹

菊
地

孝
昭

（
霞
ヶ
浦
）

２
等
陸
曹

丹
野

司

（
仙
台
）

古
河
駐
屯
地
業
務
隊

２
等
陸
尉

志
村

進

（
水
戸
）

第
１
０
２
施
設
直
接
支
援
大
隊

１
等
陸
尉

和
田

千
尋

（
武
山
）

１
等
陸
曹

増
渕

浩
一

（
宇
都
宮
）

第
３
３
７
高
射
中
隊

陸
曹
長

金
子

辰
弥

（
宇
都
宮
）

１
等
陸
曹

古
川

雄
二

（
武
山
）

１
等
陸
曹

門

祐
樹

（
八
戸
）

１
等
陸
曹

中
村

大
輔

（
飯
塚
）

２
等
陸
曹

齋
藤

洋
志

（
宮
古
島
）

２
等
陸
曹

伊
藤
賢
士
朗

（
松
戸
）

第
３
４
１
会
計
隊

２
等
陸
曹

嶋
田

博
文

（
霞
目
）

第
３
２
０
基
地
通
信
中
隊
古
河
派
遣
隊

３
等
陸
曹

花
田

瞬

（
旭
川
）

修
親
会
活
動

曹
友
会
活
動

春の交通安全運動の様子

厚
生
活
動

令
和
三
年
四
月
六
日
か
ら
十

五
日
ま
で
の
間
、
曹
友
会
は
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
参

加
し
た
。

登
・
退
庁
時
、
正
門
に
お
い

て
の
注
意
喚
起
、
自
転
車
通
勤

の
隊
員
に
タ
ス
キ
着
用
の
点
検

及
び
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
呼

び
か
け
、
交
通
事
故
の
防
止
を

図
っ
た
。

安全祈願

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル第１位 第１０１施設器材隊 架橋中隊

池田１尉は
古河駐屯地から

《
第
１
施
設
団
本
部
付
隊
長
》

八
月
一
日
付
異
動
部
隊
長

《
第
３
２
０
基
地
通
信
中
隊
古
河
派
遣
隊
》

川住１尉は
高田駐屯地へ

野澤３尉は
朝霞駐屯地から

中村３尉は
三宿駐屯地へ

定
年
退
官
者
の
紹
介

１０２ＤＳ 石原曹長
９月１３日付

永
年
の
勤
務
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

業務隊 鉄羅曹長
１０月８日付

支処 荒井曹長
１０月１４日付

器材隊 増子１曹
１０月１７日付

団付 須藤准尉
１０月２０日付

支処 軍侍曹長
１１月９日付

１０２ＤＳ 片山１曹
１１月１０日付

第
一
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の

優
勝
は
、
第
一
〇
一
施
設
器
材

隊
架
橋
中
隊

花
壇
の
名
前
は

「

花

の

架

け
橋

」

令
和
三
年
八
月
七
日
、
古
河

駐
屯
地
修
親
会
は
古
河
市
内
に

九
カ
所
あ
る
「
忠
魂
碑
」
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
た
。

全
国
戦
没
者
追
悼
式
を
前
に

心
を
込
め
て
清
掃
し
、
最
後
に

哀
悼
の
意
を
表
し
た
。

駐
屯
地
修
親
会
は
、
今
後
も

清
掃
活
動
を
続
け
て
い
く
。

駐屯地司令訓示

令
和
三
年
七
月
十
九
日
、
駐

屯
地
水
泳
場
の
運
営
開
始
式
を

実
施
し
た
。

水
泳
場
を
使
用
す
る
隊
員
の

安
全
祈
願
後
、
各
部
隊
の
代
表

者
に
よ
る
泳
ぎ
始
め
を
行
っ
た
。

駐
屯
地
司
令
は
、
部
隊
等
に

水
泳
練
度
の
維
持
・
向
上
、
水

泳
場
の
運
用
規
則
の
遵
守
と
徹

底
を
要
望
し
た
。



（２） は な も も 令 和 ３ 年 ９ 月 日

各部隊等の活動紹介

四
月
一
日
（
木
）
古
河
支
処
は
、
事
務
官
二
名
及
び
技
官
一

名
が
防
衛
省
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
新
規
採
用
事
務
官
等
の

入
省
式
を
実
施
し
た
。

入
省
式
で
は
、
終
始
緊
張
し
た
様
子
で
は
あ
っ
た
が
、
支
処

長
及
び
立
会
者
（
総
務
部
長
、
施
設
部
長
、
先
任
上
級
曹
長
）

が
見
守
る
中
、
一
人
一
人
が
服
務
の
宣
誓
を
行
い
、
支
処
長
か

ら
の
訓
示
を
受
け
、
防
衛
省
職
員
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し

た
。今

後
の
三
名
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

四
月
三
日
（
土
）
か
ら
十
一
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
春
季

東
富
士
演
習
場
定
期
整
備
に
お
い
て
、
補
給
整
備
支
援
を
実

施
し
た
。

支
援
期
間
中
、
部
隊
の
要
求
に
基
づ
き
、
現
地
及
び
古
河

か
ら
の
補
給
品
輸
送
に
よ
り
、
三
十
一
品
目
九
十
五
点
の
部

品
を
迅
速
に
補
給
す
る
と
と
も
に
、
野
整
備
部
隊
に
対
す
る

技
術
援
助
を
実
施
す
る
等
、
施
設
器
材
の
可
動
率
向
上
に
寄

与
し
た
。

ま
た
、
支
処
長
に
よ
る
現
地
指
導
が
行
わ
れ
、
補
給
整
備

業
務
を
確
認
・
指
導
す
る
と
と
も
に
隊
員
を
激
励
し
た
。

記念撮影

服務の宣誓

支処長による隊員激励

支処長による補給業務確認

古
河
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
五
月
十
七
日
（
月
）
か
ら
二
十
日

（
木
）
ま
で
の
間
、
令
和
三
年
度
自
衛
隊
統
合
防
災
演
習
（
０

３
Ｊ
Ｘ
Ｒ
）
に
参
加
し
て
方
面
総
監
部
の
各
種
検
証
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
隊
首
都
直
下
地
震
対
処
計
画
に
基
づ
く
指
揮
・

幕
僚
活
動
及
び
各
科
機
能
別
訓
練
を
実
施
し
て
震
災
対
処
能
力

を
向
上
さ
せ
た
。

五
月
二
十
五
日
（
火
）
に
は
、
第
一
回
小
火
器
（
拳
銃
・
小

銃
）
射
撃
検
定
を
実
施
し
、
拳
銃
四
名
、
小
銃
十
六
名
合
格
の

成
果
を
得
た
。

引
き
続
き
、
実
施
率
及
び
合
格
率
１
０
０
％
を
追
求
し
計

画
・
練
成
し
て
い
く
。

ま
た
、
六
月
二
十
八
日
（
月
）
第
一
回
不
測
事
態
対
処
訓
練

と
し
て
油
流
出
を
想
定
し
た
対
処
訓
練
を
実
施
し
、
油
流
出
時

の
対
処
要
領
に
つ
い
て
演
練
し
対
処
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
１
四
半
期
駐
屯
地
施
設
の
整
備
と
し
て
、
四
号
隊
舎
扉
溶

接
補
修
、
二
号
庁
舎
空
調
設
備
補
修
、
体
育
館
火
災
報
知
器
交

換
等
十
九
件
の
整
備
を
実
施
し
、
勤
務
・
生
活
環
境
の
不
断
の

改
善
を
図
っ
た
。

自衛隊統合防災演習不測事態対処訓練

空調設備補修 小火器射撃検定

ま
た
、
令
和
三
年
六
月
二
十
一
日
（
月
）
～
同
年
六
月
二

十
三
日
（
水
）
の
間
、
後
方
支
援
隊
本
部
よ
り
情
報
管
理
検

査
・
物
品
管
理
検
査
・
補
給
整
備
業
務
指
導
を
受
け
、
秘
密

文
書
等
の
保
全
状
況
の
点
検
、
情
報
保
証
業
務
、
文
書
業
務

及
び
個
人
情
報
保
護
業
務
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
る
と
と
も

に
、
物
品
管
理
、
補
給
整
備
業
務
に
つ
い
て
確
認
を
受
け
、

合
規
適
正
な
業
務
遂
行
の
資
を
得
た
。

グレーダガイドレール交換

１１/２ｔトラック
タイヤ組み換え

第
一
〇
二
施
設
直
接
支
援
大
隊
は
、
令
和
三
年
四
月
三
日

（
土
）
～
同
年
四
月
十
一
日
（
日
）
の
間
、
東
富
士
整
備
支

援
隊
と
し
て
、
当
該
整
備
に
参
加
し
た
。

整
備
支
援
隊
指
揮
所
を
滝
ヶ
原
廠
舎
地
区
に
開
設
・
運
営

し
整
備
要
求
・
処
置
状
況
を
把
握
し
迅
速
な
部
品
補
給
に
努

め
る
と
と
も
に
積
極
的
な
前
方
整
備
、
巡
回
整
備
、
技
術
援

助
等
に
よ
り
故
障
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
、
本
演
習
場
整

備
の
整
斉
円
滑
な
実
施
に
寄
与
し
た
。

ま
た
、
こ
の
整
備
期
間
を
部
隊
練
成
の
場
と
し
て
最
大
限

活
用
し
、
野
外
整
備
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

指導受け状況



（３） は な も も 令 和 ３ 年 ９ 月 日

各部隊等の活動紹介

第
一
〇
一
施
設
器
材
隊
は
、
六
月
十
六
日
か
ら
六
月
二
〇

日
ま
で
の
間
、
相
馬
原
演
習
場
に
お
い
て
令
和
三
年
度
第
二

次
隊
野
営
訓
練
を
実
施
し
た
。

今
訓
練
に
お
い
て
は
、
各
中
隊
計
画
に
よ
る
訓
練
を
演
練

す
る
と
と
も
に
、
部
隊
装
備
火
器
射
撃
及
び
爆
破
訓
練
を
実

施
し
て
射
撃
及
び
爆
破
技
術
の
練
度
維
持
・
向
上
を
図
る
目

的
で
実
施
し
た
。

部
隊
装
備
火
器
射
撃
に
つ
い
て
は
、
８
４
ｍ
ｍ
無
反
動
砲
、

個
人
携
帯
対
戦
車
弾
（
Ｌ
Ａ
Ｍ
）
、
１
２
・
７
ｍ
ｍ
重
機
関

銃
の
実
射
撃
を
行
い
各
中
（
付
）
隊
指
定
射
手
の
練
度
を
向

上
さ
せ
た
。

爆
破
訓
練
に
お
い
て
は
、
指
向
性
爆
破
薬
、
基
本
爆
破

（
第
５
習
会
）
を
行
い
、
安
全
確
実
に
作
業
を
実
施
し
、
無

事
完
爆
。
四
日
間
に
わ
た
る
訓
練
を
終
了
さ
せ
た
。

個人携帯対戦車弾（ＬＡＭ）８４ｍｍ無反動砲

指向性爆破薬（起爆準備）１２．７ｍｍ重機関銃

第
三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
令
和
三
年
四
月
三
日
か
ら
十

日
ま
で
の
間
、
令
和
三
年
度
方
面
隊
春
季
演
習
場
定
期
整
備
に

小
職
以
下
四
十
四
名
が
参
加
し
た
。

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、
各
部
隊
の
担
任
す
る
軌
道
路
整
備

等
を
支
援
し
、
演
習
場
機
能
の
維
持
・
向
上
及
び
演
場
の
長
期

安
定
使
用
に
寄
与
し
、
任
務
を
完
遂
し
た
。

こ
の
演
習
場
定
期
整
備
に
お
い
て
、
各
隊
員
の
車
両
操
縦
技

術
及
び
施
設
機
械
操
作
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
六
月
一
四
日
か
ら
六
月
一
八
日
の
間
、
中
隊
集
中
訓

練
に
お
い
て
爆
破
及
び
交
通
作
業
を
演
練
し
、
爆
破
に
つ
い
て

は
、
若
年
隊
員
を
習
技
者
と
し
て
基
本
爆
破
を
実
施
し
た
。
交

通
作
業
で
は
骨
材
運
搬
・
卸
下
要
領
の
演
練
に
あ
わ
せ
、
演
習

場
内
道
路
の
荒
廃
箇
所
の
補
修
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
施
設
科
隊
員
と
し
て
の
爆
破
技
術
と
と
も
に
、

車
両
部
隊
と
し
て
の
練
度
向
上
を
目
標
に
練
成
し
、
十
分
な
成

果
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

施設器材と連携した骨材卸下
（演習場定期整備）

爆破薬に対しての準備作業
（中隊集中訓練）

荒廃箇所への骨材卸下
（中隊集中訓練）

（名切士長）

第
三
四
一
会
計
隊
は
、
八
月
以
降
に
実
施
さ
れ
る
演
習
場

に
お
け
る
連
続
状
況
下
で
の
訓
練
に
向
け
、
駐
屯
地
内
で
各

個
訓
練
を
行
っ
た
。

本
訓
練
は
主
と
し
て
若
年
隊
員
に
基
礎
的
事
項
を
修
得
さ

せ
る
目
的
で
実
施
し
た
も
の
で
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
脱
着

要
領
、
通
信
線
の
構
成
要
領
等
に
つ
い
て
実
施
し
た
。

平
素
は
事
務
室
に
お
け
る
会
計
業
務
が
主
で
あ
る
た
め
、

慣
れ
な
い
訓
練
で
戸
惑
い
・
ぎ
こ
ち
な
さ
を
感
じ
な
が
ら
も

技
術
を
修
得
す
べ
く
懸
命
に
訓
練
に
臨
ん
で
い
た
。

本
訓
練
を
通
じ
て
若
年
隊
員
に
技
術
を
修
得
さ
せ
、
戦
力

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。タイヤチェーンの脱着

通信線の構成

第
三
二
〇
基
地
通
信
中
隊

古
河
派
遣
隊
は
、
六
月
下
旬
に
、

発
動
発
電
機
の
オ
イ
ル
・
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
を
実
施
し
た
。

こ
の
発
動
発
電
機
は
、
駐
屯
地
が
停
電
し
た
場
合
に
起
動

し
、
駐
屯
地
内
及
び
他
駐
屯
地
と
の
通
信
を
確
保
す
る
為
、

大
変
重
要
な
器
材
で
あ
る
。

そ
の
発
動
発
電
機
を
常
に
良
好
な
状
態
に
保
つ
為
に
、
定

期
的
に
点
検
・
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

古くなったオイルを排出

感電しないように細心の
注意を払いバッテリー交換

第
三
三
七
高
射
中
隊
は
、
令
和
三
年
六
月
二
十
三
日
付
け
を

も
っ
て
第
二
高
射
特
科
群
に
付
配
置
さ
れ
た
、
生
徒
六
十
四
期

「
名
切
士
長
」
を
紹
介
す
る
。

名
切
士
長
は
元
気
よ
く
挨
拶
す
る
若
さ
に
溢
れ
た
隊
員
で
あ

り
、
意
気
込
み
を
聞
い
て
み
る
と
、
一
日
一
日
を
無
駄
に
過
ご

す
こ
と
な
く
、
毎
日
の
訓
練
の
中
で
、
目
標
を
持
ち
日
々
達
成

す
る
こ
と
で
自
身
の
力
に
し
て
行
き
た
い
と
話
し
て
い
る
。


